
Ⅰ　専門分野の成長戦略　
観光分野

観光分野の取り組みの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　高知県観光の取り組みとして、「つくる」「売る」「もてなす」のそれぞれの段階ごとに戦
略目標を立て、観光振興に取り組んできました。「つくる」では、地域の核となる観光拠点の
整備や、土佐の観光創生塾による旅行商品づくりを進めました。「売る」では、大河ドラマ
「龍馬伝」の放送を追い風にした「土佐・龍馬であい博」をはじめとした博覧会の実施やセー
ルス・プロモーション活動を展開しました。「もてなす」では、おもてなしタクシーや、おも
てなしトイレの推進による観光客の満足度向上、龍馬パスポートによる周遊促進とリピーター
化に取り組みました。
　これらの取り組みにより、計画策定前は300万人台前半であった年間の県外観光客入込数が、
平成29年、30年には２年連続で440万人を超えることができました。
　その後、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、本県観光は令和２年から大変厳しい
状況に直面しましたが、令和５年には連続テレビ小説「らんまん」の効果もあり過去最高とな
る472万人となり、令和６年には「らんまん」の効果が継続したこと、「どっぷり高知旅キャ
ンペーン」や大阪あんてなショップ「とさとさ」での「極上の田舎 高知」の発信などにより、
過去２番目となる445万人となりました。
　今後、地域のための観光の実現に向けて、入込数だけでなく、長期滞在を促進していくこと
により、観光総消費額や観光客人泊数の増加を目指していくことが必要です。

②　第５期計画ver.２の取り組み
　第５期計画では、「極上の田舎、高知。」をコンセプトとした「どっぷり高知旅キャンペー
ン」を４年間展開し、高知ならではの魅力をじっくりと、深く、たっぷりと味わっていただく
ことで、第５期計画の目標である観光総消費額1,389億円と県外観光客人泊数563.9万人泊の実
現を目指します。

柱１　長期滞在につながる観光地域づくりの推進　　　
　地域ならではの魅力ある素材を生かした観光商品づくりを推進し、中山間地域などへの国内
外の観光客のさらなる誘客の拡大を目指します。
　また、地域住民、観光事業者、市町村等の連携による地域内での周遊促進、滞在時間延長に
も取り組みます。

柱２　戦略的セールス＆プロモーション　　　
　どっぷり高知旅をはじめ、連続テレビ小説「らんまん」や「あんぱん」を前面に打ち出した
プロモーションや旅行会社へのセールスを進めます。
　また、ナイトタイムエコノミーなどの推進による長期滞在の促進や、平日宿泊促進キャン
ペーンの実施による閑散期における誘客の促進に取り組んでいきます。

柱３　おもてなしの推進　　　
　ユニバーサルツーリズムを推進するため、バリアフリー観光の相談窓口を運営するほか、特
設ウェブサイトでの情報発信を行います。
　また、観光ガイドの裾野の拡大やスキル向上、中山間地域で複数の宿を中心に長期滞在でき
る態勢づくりを支援するなど、長期滞在を目指した受皿づくりを進めます。

柱４　国際観光の推進　　　
　国際チャーター便の誘致活動と定期便化に向けた取り組みを強化します。
　また、稼げるガイドの育成、観光事業者や旅行会社とガイドをつなぐマッチングなどによる
旅行商品の高付加価値化や、観光事業者と連携した消費拡大の取り組みを促進するなど、消費
拡大に向けた受入環境整備についても進めていきます。　　

柱５　観光人材の確保・担い手不足の対応　　　
　宿泊施設の生産性向上につながる高付加価値化や年間を通じた観光需要の平準化を進めるこ
とで、宿泊施設の安定的な雇用を推進していきます。
　また、観光関係事業者とともに、外国人材の活躍を推進する制度の周知や現地送り出し機関
等との関係構築に取り組むことで、外国人材の積極的な受入についても進めます。
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ー
の

獲
得

柱
３

お
も

て
な

し
の

推
進

（
４

）
観

光
客

の
満

足
度

の
向

上

「極
上

の
田

舎
、高

知
。」

を
コン

セ
プ

ト
とし

た
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

展
開

“お
も

て
な

し”
で

リピ
ー

タ
ー

化

観
光

客
の

声
を

商
品

づ
くり

に
反

映

拡

 ①
宿

泊
施

設
を

中
心

に
観

光
事

業
者

が
連

携
した

滞
在

時
間

延
長

の
取

り組
み

の
支

援
 ②

中
山

間
地

域
に

お
け

る
分

散
型

ホ
テ

ル
の

構
築

や
宿

泊
施

設
を

中
心

に
　　

長
期

滞
在

で
き

る
態

勢
づ

くり
の

支
援

新 拡 新

拡

拡

新 拡

拡 拡

拡 拡

新 拡

新
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

中
核

と
な

る
観

光
施

設
(1

4
施

設
)の

入
込

数
(年

間
)

2
0
9
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

4
）

2
7
5
.1

万
人

(1
4
施

設
)

（
R

5
）

2
4
8
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

2
7
3
.9

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

9
）

○

１
旅

行
当

た
り

の
県

内
平

均
立

寄
数

(年
間

)
2
.5

件
（
R

4
）

2
.5

件
（
R

5
）

2
.8

件
3
.2

件
（
R

9
）

県
外

観
光

客
入

込
数

(年
間

)
3
7
0
万

人
（
R

4
）

4
4
5
万

人
 

（
R

6
）

4
7
0
万

人
4
7
0
万

人
（
R

9
）

○

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

（
年

間
）

5
3
,1

6
1
人

（
R

4
）

8
6
,0

9
4
人

（
R

5
）

9
万

人
1
2
万

人
（
R

9
）

○

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
観

光
施

設
】
）

8
6
％

（
R

4
）

8
9
％

（
R

6
）

8
7
.7

%
8
8
%

（
R

9
）

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
宿

泊
施

設
】
）

8
0
％

（
R

4
）

8
1
％

（
R

6
）

8
3
%

8
5
%

（
R

9
）

観
光

庁
「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
（
年

間
）

9
,8

9
0
人

泊
（
R

4
）

1
3
9
,1

1
0
人

泊
（
R

5
）

1
4
万

人
泊

1
7
万

人
泊

（
R

9
）

○

外
国

人
県

内
消

費
額

(年
間

)
3
億

円
（
R

4
）

4
8
億

円
（
R

5
）

4
9
億

円
5
7
億

円
（
R

9
）

○

県
内

全
産

業
平

均
と

比
較

し
た

宿
泊

業
の

所
定

内
給

与
額

の
水

準
（
年

間
）

8
4
.8

％
（
R

4
）

8
5
.5

％
（
R

6
）

8
7
.8

%
9
0
%

（
R

9
）

観
光
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

１
　

長
期

滞
在

に
つ

な
  
が

る
観

光
地

域
づ

く
  
り

の
推

進

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

２
　

戦
略

的
セ

ー
ル

  
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
  
ン

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

お
も

て
な

し
の

推
進

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

４
　

国
際

観
光

の
推

進
３

　
グ

ロ
ー

バ
ル

展
  
 開

型

５
　

観
光

人
材

の
確

  
保

・
担

い
手

不
足

の
  
対

応
５

　
人

材
起

点
型

県
外

観
光

客
人

泊
数

　
出

発
点

(R
4
)　

4
2
6
.6

万
人

泊
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
5
2
2
万

人
泊

　
⇒

　
R

7
 5

5
2
.9

万
人

泊
　

⇒
　

4
年

後
 (
R

9
)　

5
6
3
.9

万
人

泊
　

⇒
　

1
0
年

後
(R

1
5
) 
 6

0
6
.8

万
人

泊

観
光

総
消

費
額

　
出

発
点

(R
4
)　

9
6
6
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
1
,2

9
0
億

円
　

⇒
　

R
7
 1

,3
3
8
億

円
　

⇒
　

4
年

後
 (
R

9
)　

1
,3

8
9
億

円
  
  
 ⇒

　
1
0
年

後
(R

1
5
) 
 1

,5
9
9
億

円
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

中
核

と
な

る
観

光
施

設
(1

4
施

設
)の

入
込

数
(年

間
)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

施
設

か
ら

の
入

込
数

実
績

の
報

告
を

県
で

と
り

ま
と

め
（
年

1
回

）

2
0
9
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

4
）

2
7
5
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

5
）

2
7
3
.9

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

9
）

１
　

観
光

拠
点

の
整

備
数

（
累

計
）

　
　

 H
3
0
：
8
ヶ

所
　

→
　

R
6
：
1
8
ヶ

所
　

①
民

間
企

業
の

現
地

視
察

　
　

 2
9
社

（
H

3
0
～

R
6
）
  

　
②

民
間

企
業

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

導
入

し
た

観
光

　
　

 拠
点

の
整

備
数

  
  
  
R

元
：
4
件

　
→

　
R

6
：
1
5
件

（
R

元
～

R
6
）

　
③

核
と

な
る

観
光

拠
点

入
込

客
数

　
　

 　
 R

元
：
8
9
4
,0

2
4
人

（
1
2
施

設
）

　
　

　
　

→
　

R
5
：
1
,9

1
0
,1

4
2
人

（
1
8
施

設
)

１
　

核
と

な
る

観
光

施
設

の
磨

き
上

げ
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
①

観
光

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

等
の

活
用

２
　

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
や

旅
行

会
社

向
け

の
セ

ー
ル

ス
活

動
【
R

6
～

R
9
】

　
①

「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

コ
ン

テ
ス

ト
等

に
よ

る
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

　
②

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
ら

ん
ま

ん
」
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

　
③

と
さ

と
さ

や
大

手
書

店
等

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

  
④

旅
行

会
社

向
け

の
観

光
商

品
説

明
会

や
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
　

⑤
広

域
観

光
協

議
会

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
活

動

３
　

地
域

内
で

の
周

遊
・
滞

在
の

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

地
域

住
民

、
観

光
事

業
者

、
市

町
村

等
の

連
携

に
よ

る
周

遊
の

仕
組

み
づ

く
り

　
②

広
域

観
光

組
織

で
の

観
光

客
動

向
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
る

滞
在

型
周

遊
プ

ラ
ン

の
実

践

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
＞

参
照

（
P

8
9
）

〈
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

の
媒

体
で

の
露

出
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 5
5
0
件

（
R

9
）

〈
県

外
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
P

R
〉

－
（
R

6
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

〈
県

内
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

観
光

P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
3
件

（
R

9
）

2

1
旅

行
当

た
り

の
県

内
平

均
立

寄
数

(年
間

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

県
外

観
光

客
動

態
調

査
の

デ
ー

タ
を

元
に

、
周

遊
ル

ー
ト

を
県

が
分

析
（
年

に
1
回

）

2
.5

件
（
R

4
）

2
.5

件
（
R

5
）

3
.2

件
（
R

9
）

１
　

新
た

な
観

光
商

品
数

　
　

7
0
商

品
（
R

6
）

２
　

分
散

型
宿

泊
施

設
の

エ
リ

ア
数

　
　

３
エ

リ
ア

（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
（
R

6
）

３
　

広
域

観
光

組
織

の
体

制
強

化
数

(累
　

計
の

観
光

庁
登

録
D

M
O

数
)

　
　

1
（
H

3
0
）
→

　
4
（
R

5
）

　
①

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
分

析
ツ

ー
ル

の
導

　
　

入
【
R

4
～

】
　

　
 デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
た

実
証

事
業

　
　

 の
数

　
　

 2
9
事

業
（
R

4
～

R
6
）

　
②

滞
在

型
観

光
プ

ラ
ン

策
定

件
数

 
　

　
 2

3
件

（
R

2
～

R
6
）

１
　

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

商
品

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
①

住
民

と
の

ふ
れ

あ
い

、
暮

ら
し

に
触

れ
る

、
地

元
産

業
の

活
性

化
に

資
す

る
観

光
商

品
の

造
成

  
②

神
祭

へ
の

参
加

な
ど

伝
統

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

２
　

地
域

内
で

の
周

遊
・
滞

在
の

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
地

域
住

民
、

観
光

事
業

者
、

市
町

村
等

の
連

携
に

よ
る

周
遊

の
仕

組
み

づ
く
り

　
②

（
再

掲
）
広

域
観

光
組

織
で

の
観

光
客

動
向

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

る
滞

在
型

周
遊

プ
ラ

ン
の

実
践

　
③

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

生
か

し
た

地
域

博
覧

会
の

開
催

支
援

【
R

6
～

R
7
】

３
　

長
期

滞
在

を
目

指
し

た
受

入
態

勢
づ

く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
分

散
型

宿
泊

施
設

の
エ

リ
ア

数
（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
5
)0

エ
リ

ア
 ⇒

 現
状

(R
6
)3

エ
リ

ア
 ⇒

 R
7
　

7
エ

リ
ア

 ⇒
 R

9
　

1
5
エ

リ
ア

　
①

宿
泊

施
設

を
中

心
に

観
光

事
業

者
が

連
携

し
た

滞
在

時
間

延
長

の
取

り
組

み
の

支
援

　
②

中
山

間
地

域
に

お
け

る
分

散
型

ホ
テ

ル
の

構
築

や
宿

泊
施

設
を

中
心

に
長

期
滞

在
で

き
る

態
勢

づ
く
り

の
支

援

４
　

地
域

と
の

交
流

か
ら

生
ま

れ
る

感
動

な
ど

付
加

価
値

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
①

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
た

宿
泊

、
食

の
提

供
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

地
域

と
の

持
続

的
交

流
に

つ
な

が
る

  
  
  
観

光
商

品
の

造
成

　
②

地
域

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

教
育

旅
行

の
受

入
の

拡
大

(民
泊

の
推

進
、

み
ど

り
の

学
習

旅
行

)

５
　

中
山

間
地

域
の

移
動

を
確

保
す

る
た

め
の

２
次

交
通

の
充

実
【
R

6
～

R
9
】

　
①

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

な
ど

既
存

イ
ン

フ
ラ

の
観

光
へ

の
活

用
  
②

県
内

バ
ス

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

旅
行

商
品

化
の

促
進

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
派

遣
回

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
5
0
回

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

長
期
滞
在
に
つ
な
が
る
観
光
地
域
づ
くり
の
推
進

１
　

地
域

な
ら

で
は

の
魅

力
あ

る
素

材
が

観
光

　
に

十
分

に
生

か
さ

れ
て

い
な

い
　

　
 観

光
素

材
と

な
る

伝
統

文
化

の
継

承
が

　
困

難
に

な
っ

て
い

る
　

２
　

地
域

で
の

周
遊

が
促

進
さ

れ
て

い
な

い
　

①
観

光
拠

点
へ

の
集

客
と

拠
点

か
ら

周
辺

の
  
 　

 観
光

施
設

へ
の

周
遊

が
十

分
で

な
い

　
②

周
遊

の
取

り
組

み
が

個
々

の
施

設
・
事

業
　

　
者

等
の

レ
ベ

ル
に

留
ま

っ
て

お
り

、
地

域
　

　
（
面

）
に

広
が

っ
て

い
な

い

３
　

二
次

交
通

が
脆

弱
　

　
　

　
①

中
山

間
地

域
へ

の
ア

ク
セ

ス
、

地
域

間
で

　
  
  
の

移
動

の
際

に
手

段
が

限
ら

れ
る

84



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

2

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

等
と

連
携

し
、

県
外

入
込

客
数

の
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
（
月

1
回

）

5
3
,1

6
1

人
（
R

4
）

8
6
,0

9
4

人
（
R

5
）

1
2
万

人
(R

9
)

１
  
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
【
R

2
～

】
　

①
プ

ロ
・
ト

ッ
プ

チ
ー

ム
誘

致
（
年

間
）
　

　
　

　
　

 7
4
,2

3
7
人

(R
元

)→
 4

6
,3

3
8
人

(R
5
)

　
②

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
の

誘
致

(年
間

)
  
  
  
4
,4

0
6
人

(R
元

)→
 8

,8
5
7
人

(R
5
)

　
③

サ
イ

ク
ル

イ
ベ

ン
ト

の
県

外
参

加
者

数
　

　
 (
年

間
)

  
  
  
1
,1

3
8
人

(R
元

)→
 9

9
3
人

(R
5
)

　
④

こ
う

ち
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
登

録
施

設
数

　
　

 (
累

計
)

  
  
  
7
5
施

設
(R

元
)→

8
8
施

設
(R

6
)

　
⑤

高
知

龍
馬

マ
ラ

ソ
ン

の
出

走
者

数
  
  
  
1
1
,8

1
6
人

（
2
0
2
0
大

会
 R

2
.2

）
　

　
　

　
→

　
　

9
,5

9
0
人

（
2
0
2
5
大

会
 R

7
.2

）

１
　

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

新
規

　
誘

致
及

び
既

存
チ

ー
ム

の
継

続
　

①
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

が
必

要
 

　
②

受
入

可
能

な
宿

泊
施

設
の

確
保

が
必

要
　

③
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
2
競

技
に

集
中

し
て

お
　

　
 り

、
多

種
目

化
が

必
要

 

２
　

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
の

合
宿

・
大

会
誘

致
 

　
受

け
入

れ
地

域
・
施

設
が

限
定

的
　

実
施

時
期

が
夏

冬
休

み
・
土

日
等

に
集

中
 

　
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
2
競

技
に

集
中

３
　

自
然

環
境

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
　

　
ム

の
推

進
 

　
①

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

は
じ

め
、

台
湾

や
　

　
欧

米
な

ど
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

客
を

取
り

込
め

る
　

　
余

地
が

大
き

い
。

取
り

込
み

に
向

け
、

関
係

　
　

部
署

や
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
、

プ
ロ

　
　

モ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ー

ル
ス

活
動

な
ど

新
た

な
　

　
施

策
の

打
ち

込
み

が
必

要
 

４
　

地
元

プ
ロ

チ
ー

ム
と

の
連

携
 

　
地

元
プ

ロ
チ

ー
ム

を
活

用
し

た
県

の
P

R
や

、
観

　
光

客
の

誘
客

に
繋

が
る

活
動

が
必

要

５
　

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

　
推

進
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

県
内

外
の

子
ど

も
や

若
者

　
が

交
流

で
き

る
機

会
が

十
分

で
は

な
い

１
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
①

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

や
企

業
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
チ

ー
ム

の
合

宿
等

誘
致

 
　

②
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

等
の

誘
致

 
　

③
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

関
西

を
契

機
と

し
た

合
宿

等
の

誘
致

　
④

県
民

体
育

館
の

再
整

備
を

見
据

え
た

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
　

⑤
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
S
C

の
J
リ

ー
グ

参
入

を
契

機
と

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

　
⑥

子
ど

も
や

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

拡
充

２
　

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
①

県
内

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

情
報

を
発

信
　

②
自

然
環

境
を

活
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
開

催
を

促
進

　
③

サ
イ

ク
リ

ン
グ

観
光

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
　

④
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
（
空

気
入

れ
の

貸
出

等
の

協
力

店
）
の

拡
大

３
　

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

向
け

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
①

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

向
け

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
磨

き
上

げ
・
整

理
　

②
県

内
で

開
催

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
へ

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

取
り

込
み

拡
大

　
③

海
外

展
示

会
へ

の
出

展
や

現
地

代
理

店
と

の
連

携
　

④
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
を

用
い

た
海

外
向

け
の

情
報

発
信

４
　

地
元

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

等
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
①

高
知

ユ
ナ

イ
テ

ッ
ド

S
C

に
対

す
る

支
援

　
②

高
知

フ
ァ

イ
テ

ィ
ン

グ
ド

ッ
ク

ス
に

対
す

る
支

援

⇒
　

別
図

＜
観

0
3
＞

参
照

（
P

9
1
）

〈
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

〉
4
9
,1

3
9
人

（
R

5
）

↓ 8
0
,0

0
0
人

（
R

9
）

〈
屋

内
競

技
に

お
け

る
プ

ロ
チ

ー
ム

の
大

会
等

の
新

規
誘

致
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
件

（
R

9
）

〈
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
S
C

の
ホ

ー
ム

戦
観

客
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 5
7
,0

0
0
人

（
R

9
）

〈
若

者
の

関
心

が
高

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

回
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 4
回

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

戦
略
的
な
セ
ー
ル
ス
＆
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

1

県
外

観
光

客
入

込
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

交
通

機
関

等
か

ら
の

情
報

提
供

を
基

に
、

県
で

推
計

（
年

1
回

）

3
7
0
万

人
（
R

4
）

4
4
5
万

人
（
R

6
）

4
7
0
万

人
（
R

9
）

１
　

効
果

的
な

広
報

・
セ

ー
ル

ス
活

動
の

展
開

　
①

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
展

開
【
R

2
～

】
　

　
・
リ

ョ
ー

マ
の

休
日

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

～
自

然
　

　
 ＆

体
験

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

～
（
R

2
）

　
　

・
リ

ョ
ー

マ
の

休
日

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

　
　

　
R

4
）

　
　

・
高

知
観

光
リ

カ
バ

リ
ー

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

2
　

　
　

～
R

4
）

　
　

・
高

知
観

光
ト

ク
割

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

　
　

　
R

5
）

　
　

・
「
牧

野
博

士
の

新
休

日
～

ら
ん

ま
ん

の
　

　
　

舞
台

・
高

知
～

」
（
R

5
）

　
　

・
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

6
～

）
　

②
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
　

　
 【

R
4
～

】
　

　
・
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

6
～

）
　

③
中

山
間

地
域

へ
の

誘
客

　
　

・
周

遊
企

画
の

実
施

　
　

　
延

べ
2
0
企

画
（
R

4
～

）
　

　
・
地

域
の

魅
力

を
よ

り
深

く
体

感
で

き
る

商
品

　
　

　
づ

く
り

の
推

進
　

　
　

延
べ

4
0
商

品
（
R

6
～

）

２
　

閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
　

①
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
　

　
・
N

A
K
E
D

夜
ま

つ
り

　
高

知
城

　
　

　
4
5
,0

3
9
人

（
R

5
.1

2
.1

～
R

6
.1

.1
4
）

　
　

・
シ

ャ
ド

ウ
ア

ッ
プ

高
知

城
　

　
　

1
3
,0

0
9
人

（
R

6
.1

2
.6

～
R

7
.1

.1
3
）

　
②

M
IC

E
の

誘
致

　
　

3
4
件

（
R

5
）

　
③

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

　
　

1
9
件

（
R

5
）

１
　

観
光

消
費

額
を

重
視

し
た

ロ
ン

グ
ス

テ
イ

型
　

観
光

や
リ

ピ
ー

ト
率

の
向

上
、

宿
泊

施
設

の
高

　
付

加
価

値
化

な
ど

の
取

り
組

み
が

必
要

２
　

冬
場

な
ど

の
閑

散
期

対
策

が
必

要

３
　

「
ら

ん
ま

ん
」
効

果
を

一
過

性
で

終
わ

ら
せ

な
　

い
取

り
組

み
が

必
要

４
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
変

化
し

た
観

光
客

の
ニ

ー
　

ズ
に

合
わ

せ
た

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

１
　

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
  
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

コ
ン

テ
ス

ト
等

に
よ

る
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

 
　

②
（
再

掲
）
連

続
テ

レ
ビ

小
説

「
ら

ん
ま

ん
」
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

　
③

（
再

掲
）
と

さ
と

さ
や

大
手

書
店

等
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

２
　

旅
行

会
社

向
け

の
セ

ー
ル

ス
活

動
  
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
旅

行
会

社
向

け
の

観
光

商
品

説
明

会
や

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
の

実
施

　
②

（
再

掲
）
広

域
観

光
協

議
会

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
活

動
　

③
教

育
旅

行
誘

致
セ

ー
ル

ス
の

実
施

３
　

閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
の

促
進

  
【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
平

均
宿

泊
日

数
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
4
)1

.1
5
泊

 ⇒
 現

状
(R

5
)1

.1
0
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7
泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9
)1

.1
9
泊

　
①

伝
統

文
化

等
を

組
み

込
ん

だ
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
　

②
龍

馬
パ

ス
ポ

ー
ト

を
活

用
し

た
長

期
滞

在
の

推
進

　
③

平
日

宿
泊

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

④
M

IC
E
の

誘
致

（
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
支

援
強

化
）

　
⑤

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

強
化

４
　

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

生
か

し
た

情
報

発
信

 【
R

6
～

R
7
】

　
①

ド
ラ

マ
の

動
き

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

の
媒

体
で

の
露

出
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 5
5
0
件

（
R

9
）

〈
県

外
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

〈
県

内
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

観
光

P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
3
件

（
R

9
）

〈
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 対
R

6
比

＋
1
4
％

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
観

光
施

設
】
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

「
観

光
客

満
足

度
調

査
」
に

よ
り

、
4
半

期
ご

と
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
8
6
％

（
R

4
）

8
9
％

（
R

6
）

8
8
％

（
R

9
）

〈
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

〉
1
件

（
R

7
の

み
）

〈
防

災
情

報
を

ま
と

め
た

特
設

ペ
ー

ジ
の

作
成

〉
ペ

ー
ジ

作
成

（
R

7
の

み
）

ペ
ー

ジ
公

開
・
更

新
（
R

7
～

R
9
）

〈
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
〉

－
（
R

6
）

↓ 8
件

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

2

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）

【
宿

泊
施

設
】
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

「
観

光
客

満
足

度
調

査
」
に

よ
り

、
4
半

期
ご

と
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
8
0
％

（
R

4
）

8
1
％

（
R

6
）

8
5
％

（
R

9
）

〈
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

〉
1
件

（
R

7
の

み
）

〈
防

災
情

報
を

ま
と

め
た

特
設

ペ
ー

ジ
の

作
成

〉
ペ

ー
ジ

作
成

（
R

7
の

み
）

ペ
ー

ジ
公

開
・
更

新
（
R

7
～

R
9
）

〈
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
〉

－
（
R

6
）

↓ 8
件

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

お
も
て
な
しの
推
進

１
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

観
光

に
関

す
る

相
談

対
応

　
件

数
（
年

間
）

  
①

3
4
件

（
R

2
）
　

→
　

1
3
9
件

(R
5
)

２
　

現
地

調
査

に
よ

る
バ

リ
ア

･バ
リ

ア
フ

リ
ー

　
情

報
の

収
集

件
数

　
①

観
光

：
1
4
6
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

　
　

 宿
泊

：
1
2
8
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

  
　

 交
通

：
3
7
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

３
　

観
光

案
内

所
機

能
強

化
研

修
受

講
事

業
　

者
数

（
延

べ
）
（
累

計
）

　
①

1
0
4
事

業
者

（
H

2
8
～

R
元

）
　

　
　

→
　

2
0
2
事

業
者

（
H

2
8
～

R
4
）

４
　

外
国

人
観

光
案

内
所

の
設

置
か

所
数

　
 ①

3
ヶ

所
(H

2
6
)　

→
　

2
0
ヶ

所
(R

6
)

５
　

宿
泊

施
設

魅
力

向
上

支
援

事
業

に
よ

る
　

支
援

　
  
 ①

機
運

醸
成

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
数

　
　

　
1
4
7
名

（
R

4
～

R
5
）

  
 ②

課
題

に
応

じ
た

専
門

家
派

遣
数

　
　

  
3
8
事

業
者

（
R

4
～

R
5
）

６
　

高
知

県
観

光
ガ

イ
ド

連
絡

協
議

会
に

所
属

　
し

て
い

る
ガ

イ
ド

人
数

　
　

8
8
4
名

（
R

6
）

１
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
と

受
入

環
境

の
整

備
　

①
障

が
い

者
や

高
齢

者
、

外
国

人
な

ど
多

様
　

　
 な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
ユ

ニ
バ

　
　

 ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
取

り
組

み
を

県
内

観
　

　
光

関
連

事
業

者
へ

広
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

  
②

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
回

復
に

伴
い

、
受

入
　

　
 側

で
の

「
W

i-
F
i、

ト
イ

レ
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
、

  
  
 多

言
語

対
応

」
と

い
っ

た
環

境
整

備
の

重
要

  
  
 性

が
ま

す
ま

す
高

ま
っ

て
い

る

２
　

国
内

外
か

ら
の

観
光

客
に

お
も

て
な

し
が

　
で

き
る

観
光

人
材

の
育

成
及

び
観

光
ガ

イ
ド

　
団

体
の

育
成

や
態

勢
強

化
が

十
分

で
な

い

３
　

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
の

取
り

組
み

が
　

　
個

々
の

施
設

の
レ

ベ
ル

に
留

ま
っ

て
お

り
、

　
　

よ
り

効
果

的
な

も
の

と
す

る
た

め
、

地
域

で
　

　
面

に
広

げ
て

い
く
こ

と
が

必
要

４
　

中
山

間
地

域
に

お
い

て
長

期
滞

在
に

必
要

　
な

機
能

が
十

分
で

な
い

　
　

①
ホ

テ
ル

・
旅

館
の

多
い

高
知

市
、

幡
多

地
域

　
  
 で

の
観

光
客

の
宿

泊
の

割
合

が
高

い
　

②
観

光
ス

ポ
ッ

ト
の

近
く
に

飲
食

施
設

が
な

　
　

 い
、

土
日

休
み

の
店

が
多

い
、

な
ど

飲
食

の
　

　
 提

供
機

能
が

弱
い

１
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

バ
リ

ア
フ

リ
ー

観
光

相
談

窓
口

の
設

置
や

特
設

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

情
報

発
信

　
②

観
光

関
連

事
業

者
へ

の
人

材
育

成
等

に
よ

る
受

入
態

勢
の

強
化

２
　

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

受
入

体
制

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
分

散
型

宿
泊

施
設

の
エ

リ
ア

数
（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
5
)0

エ
リ

ア
 ⇒

 現
状

(R
6
)3

エ
リ

ア
 ⇒

 R
7
　

7
エ

リ
ア

 ⇒
 R

9
　

1
5
エ

リ
ア

　
①

観
光

ガ
イ

ド
の

裾
野

拡
大

や
ス

キ
ル

向
上

　
②

観
光

施
設

等
で

の
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

機
能

の
強

化
　

③
広

域
観

光
組

織
の

体
制

及
び

機
能

強
化

（
地

域
お

こ
し

協
力

隊
制

度
の

活
用

）

３
　

や
な

せ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
活

用
に

よ
る

県
内

周
遊

の
促

進
【
R

7
～

】
　

①
や

な
せ

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

や
、

ま
ん

が
・
ア

ニ
メ

に
関

連
す

る
文

化
施

設
等

を
巡

る
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
実

施
　

②
中

山
間

地
域

を
中

心
に

「
あ

ん
ぱ

ん
」
関

連
の

企
画

展
等

と
「
ど

っ
ぷ

り
」
の

体
験

等
を

組
み

合
わ

せ
た

イ
ベ

ン
　

　
　

ト
の

開
催

等
　

４
　

観
光

客
の

満
足

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
①

高
知

家
お

も
て

な
し

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
展

開
等

に
よ

る
県

民
運

動
の

強
化

　
②

観
光

関
連

施
設

の
「
W

i-
F
i、

ト
イ

レ
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
、

多
言

語
対

応
」
の

受
入

環
境

整
備

を
推

進
　

  
 （

観
光

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

等
の

活
用

）
　

③
観

光
ガ

イ
ド

の
裾

野
拡

大
や

ス
キ

ル
向

上
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

観
光

庁
「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

庁
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
に

よ
り

、
延

べ
宿

泊
者

数
を

確
認

（
年

１
回

）

9
,8

9
0
人

泊
（
R

4
）

1
3
9
,1

1
0

人
泊

（
R

5
）

1
7
万

人
泊

（
R

9
）

１
　

定
期

便
化

に
向

け
た

国
際

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】

　
①

台
湾

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
定

着
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

  
②

短
期

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
（
韓

国
等

）
  
③

国
際

定
期

便
受

入
に

向
け

た
高

知
龍

馬
空

港
新

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
の

整
備

２
　

関
西

圏
か

ら
の

誘
客

の
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
①

大
阪

・
関

西
万

博
で

の
情

報
発

信
　

②
大

阪
観

光
局

や
関

西
エ

ア
ポ

ー
ト

等
と

連
携

し
た

情
報

発
信

　
③

関
西

ー
高

知
間

の
ル

ー
ト

上
の

観
光

地
と

連
携

し
た

P
R

３
　

個
人

旅
行

者
の

誘
客

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
①

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
の

セ
ー

ル
ス

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）

⇒
　

別
図

＜
観

0
2
＞

参
照

（
P

9
0
）

<
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

運
航

数
（
高

知
空

港
）
>

1
0
4
往

復
（
R

6
）

↓ 1
1
4
往

復
（
R

9
）

<
大

阪
・
関

西
万

博
で

の
自

治
体

催
事

来
場

者
数

>
1
.5

万
人

（
R

7
の

み
）

2

外
国

人
県

内
消

費
額

(年
間

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

庁
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
及

び
「
訪

日
外

国
人

消
費

動
向

調
査

」
の

デ
ー

タ
を

基
に

、
県

で
算

出
（
年

１
回

）

3
億

円
（
R

4
）

4
8
億

円
（
R

5
）

5
7
億

円
（
R

9
）

１
　

旅
行

商
品

の
高

付
加

価
値

化
や

滞
在

期
間

の
延

長
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
の

セ
ー

ル
ス

や
プ

ロ
　

　
　

モ
ー

シ
ョ

ン
）

２
　

消
費

額
拡

大
に

向
け

た
受

入
環

境
整

備
【
R

6
～

R
9
】

　
①

観
光

事
業

者
と

連
携

し
た

消
費

拡
大

の
推

進
　

②
地

域
通

訳
案

内
士

等
の

ガ
イ

ド
ス

キ
ル

の
向

上
に

よ
る

稼
げ

る
ガ

イ
ド

の
育

成

⇒
　

別
図

＜
観

0
2
＞

参
照

（
P

9
0
）

<
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

>
1
1
8
人

（
R

7
の

み
）

<
消

費
拡

大
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

数
>

1
5
0
人

（
R

7
の

み
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

国
際
観
光
の
推
進

 １
　

海
外

セ
ー

ル
ス

拠
点

等
を

活
用

し
た

旅
行

　
 商

品
の

拡
充

【
R

2
～

】
　

①
外

国
人

向
け

旅
行

商
品

造
成

数
（
年

間
）

　
　

2
1
5
商

品
（
H

3
0
)　

→
　

1
9
9
商

品
（
R

5
）

２
　

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

新
た

な
旅

行
商

品
の

  
創

出
【
R

2
～

】
　

①
関

空
発

着
の

外
国

人
向

け
旅

行
商

品
造

  
  
 成

数
（
年

間
）

　
　

2
5
商

品
（
H

3
0
)　

→
　

5
0
商

品
（
R

5
）

３
　

チ
ャ

ー
タ

ー
便

誘
致

等
　

①
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

運
航

数
　

　
（
高

知
空

港
）
（
年

度
）

　
　

7
往

復
（
H

3
0
) 
　

→
　

1
0
4
往

復
（
R

6
）

１
　

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

の
取

り
組

み
　

①
台

湾
定

期
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

定
着

と
定

期
　

　
 便

化
  
②

台
湾

以
外

の
チ

ャ
ー

タ
ー

便
誘

致
  
③

万
博

開
催

に
合

わ
せ

た
取

り
組

み
の

強
化

  
④

個
人

旅
行

者
向

け
周

遊
促

進

２
　

県
内

消
費

額
の

拡
大

　
①

長
期

滞
在

の
拡

大
に

よ
る

宿
泊

日
数

 の
　

　
 増

加
　

②
旅

行
商

品
の

高
付

加
価

値
化
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

観
光
人
材
の
確
保
・担
い
手
不
足
の
対
応

1

県
内

全
産

業
平

均
と

比
較

し
た

宿
泊

業
の

所
定

内
給

与
額

の
水

準
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

厚
生

労
働

省
が

毎
年

発
表

す
る

「
賃

金
構

造
基

本
調

査
」
に

よ
り

、
県

内
全

産
業

平
均

と
比

較
し

た
所

定
内

給
与

額
の

水
準

割
合

の
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う

8
4
.8

％
（
R

4
）

8
5
.5

％
（
R

6
）

9
0
%

（
R

9
）

１
　

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
に

よ
る

高
付

加
価

　
値

化
、

長
期

滞
在

の
推

進
　

①
セ

ミ
ナ

ー
開

催
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

　
　

 に
よ

る
宿

泊
施

設
の

魅
力

向
上

 (
R

4
～

)

２
　

年
間

を
通

じ
た

観
光

需
要

の
平

準
化

　
①

閑
散

期
で

の
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
　

　
・
N

A
K
E
D

夜
ま

つ
り

　
高

知
城

　
　

　
4
5
,0

3
9
人

（
R

5
.1

2
.1

～
R

6
.1

.1
4
）

　
　

・
シ

ャ
ド

ウ
ア

ッ
プ

高
知

城
　

　
　

1
3
,0

0
9
人

（
R

6
.1

2
.6

～
R

7
.1

.1
3
）

　
②

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

及
び

ス
ポ

　
　

 ー
ツ

合
宿

の
誘

致
　

　
・
プ

ロ
・
ト

ッ
プ

チ
ー

ム
誘

致
　

　
　

　
  
7
4
,2

3
7
人

(R
元

)→
 4

6
,3

3
8
人

(R
5
)

　
　

・
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

の
誘

致
  
  
　

4
,4

0
6
人

(R
元

)→
 8

,8
5
7
人

(R
5
)

　
　

・
サ

イ
ク

ル
イ

ベ
ン

ト
の

県
外

参
加

者
数

  
  
  
1
,1

3
8
人

(R
元

)→
 9

9
3
人

(R
5
)

　
　

・
高

知
龍

馬
マ

ラ
ソ

ン
の

出
走

者
数

  
  
  
1
1
,8

1
6
人

（
2
0
2
0
大

会
 R

2
.2

）
　

　
　

　
→

　
　

9
,5

9
0
人

（
2
0
2
5
大

会
 R

7
.2

）
　

　
　

③
M

IC
E
の

誘
致

　
　

3
4
件

（
R

5
）

　
④

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

　
　

1
9
件

（
R

5
）

３
　

積
極

的
な

人
材

の
確

保
　

①
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

　
　

 ・
外

国
人

材
受

入
に

向
け

た
セ

ミ
ナ

ー
や

勉
  
  
  
 強

会
を

開
催

（
R

4
～

）
　

　
 ・

ベ
ト

ナ
ム

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

派
遣

（
R

5
）

　
　

 ・
台

湾
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
派

遣
（
R

5
）

　
 　

・
ベ

ト
ナ

ム
・
イ

ン
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

派
遣

（
R

5
）

　
　

 ・
台

湾
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

（
R

6
：
6
施

  
  
  
 設

、
1
4
名

）
　

　
 ・

大
学

生
向

け
出

前
講

座
の

実
施

（
R

6
）

１
　

宿
泊

施
設

の
人

手
不

足
　

①
観

光
需

要
の

回
復

に
宿

泊
施

設
の

人
手

が
　

　
 追

い
つ

か
ず

、
人

手
不

足
が

顕
在

化
　

②
募

集
を

か
け

て
も

な
か

な
か

人
が

集
ま

ら
な

　
　

 い
状

況

２
　

観
光

需
要

の
喚

起
　

①
1
人

当
た

り
の

観
光

消
費

額
が

、
近

年
横

ば
　

　
　

い
傾

向
に

あ
り

、
量

か
ら

質
へ

の
転

換
が

　
　

　
必

要

３
　

観
光

需
要

の
平

準
化

　
①

季
節

に
よ

り
繁

閑
の

差
が

大
き

い
た

め
、

更
　

　
 に

需
要

の
平

準
化

に
努

め
る

こ
と

が
必

要

４
　

外
国

人
材

の
活

躍
推

進
　

①
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

へ
の

意
識

が
高

ま
　

　
 り

つ
つ

あ
る

が
、

積
極

的
な

採
用

に
ま

で
は

　
　

 至
っ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
業

界
全

体
で

検
　

　
 討

を
深

め
、

取
り

組
み

を
広

げ
て

い
く
必

要
　

　
 が

あ
る

１
　

宿
泊

施
設

の
生

産
性

向
上

に
つ

な
が

る
高

付
加

価
値

化
、

長
期

滞
在

の
推

進
 【

R
6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
宿

泊
施

設
を

中
心

に
観

光
事

業
者

が
連

携
し

た
滞

在
時

間
延

長
の

取
り

組
み

の
支

援
　

②
（
再

掲
）
中

山
間

地
域

に
お

い
て

、
宿

泊
施

設
を

中
心

に
長

期
滞

在
で

き
る

態
勢

づ
く
り

の
支

援

２
　

年
間

を
通

じ
た

観
光

需
要

の
平

準
化

 【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
平

均
宿

泊
日

数
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
4
)1

.1
5
泊

 ⇒
 現

状
(R

5
)1

.1
0
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7
泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9
)1

.1
9
泊

　
①

（
再

掲
）
伝

統
文

化
等

を
組

み
込

ん
だ

ナ
イ

ト
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

　
②

（
再

掲
）
龍

馬
パ

ス
ポ

ー
ト

を
活

用
し

た
長

期
滞

在
の

推
進

　
③

（
再

掲
）
平

日
宿

泊
促

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

　
④

（
再

掲
）
M

IC
E
の

誘
致

（
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
支

援
強

化
）

　
⑤

（
再

掲
）
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

よ
る

ロ
ケ

の
誘

致
強

化

３
　

積
極

的
な

人
材

の
確

保
 【

R
6
～

R
9
】

　
①

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

観
光

人
材

の
裾

野
の

拡
大

 
　

②
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

に
向

け
た

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
移

住
希

望
者

向
け

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

回
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 2
回

（
R

9
）

〈
ガ

イ
ド

研
修

会
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

〈
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

受
入

件
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
7
施

設
（
R

9
）

〈
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 対
R

6
比

＋
1
4
％

（
R

9
）
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展
　開

　イ
　メ

　ー
　ジ

　　
　　

　　
　　

現 　 状

１
．

「あ
ん

ぱ
ん

」「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と 

高
知

」を
前

面
に

打
ち

出
し

た
誘

客

２
．

地
域

博
覧

会
「も

の
べ

す
と」

の
開

催
に

よ
る

誘
客

の
促

進

（
１

）
 連

続
テ

レ
ビ小

説
「ら

ん
ま

ん
」や

「あ
ん

ぱ
ん

」を
前

面
に

打
ち

出
した

情
報

発
信

（
２

）
 と

さと
さや

大
手

書
店

等
とタ

イア
ップ

した
「や

な
せ

た
か

しの
ふ

る
さと

 高
知

」の
PR

４
．

や
な

せ
キ

ャラ
ク

タ
ー

等
の

活
用

に
よ

る
県

内
周

遊
の

促
進

（
１

）
や

な
せ

キ
ャラ

クタ
ー

や
、ま

ん
が

・ア
ニ

メに
関

連
す

る
文

化
施

設
等

を
巡

る
ス

タン
プ

ラリ
ー

の
実

施
（

２
）

中
山

間
地

域
を

中
心

に
「あ

ん
ぱ

ん
」関

連
の

企
画

展
等

と「
どっ

ぷ
り」

の
体

験
等

を
組

み
合

わ
せ

た
イベ

ン
トの

開
催

　等
　　

　

①
 旅

行
会

社
向

け
助

成
制

度
の

新
設

・拡
充

(1
0/

1～
)、

旅
行

会
社

向
け

モ
ニ

ター
ツア

ー
の

実
施

に
よ

る
旅

行
商

品
化

の
推

進
②

 「
とさ

とさ
」と

連
動

した
観

光
PR

イベ
ン

ト（
５

回
）

の
開

催
　　

③
 大

手
書

店
と連

携
した

「あ
ん

ぱ
ん

」関
連

情
報

の
発

信

（
１

）
特

別
感

の
あ

る
企

画
展

の
開

催
や

、周
遊

企
画

の
実

施
（

２
）

空
港

発
着

の
周

遊
バ

ス
運

行
（

GW
、夏

休
み

等
の

繁
忙

期
）

　等

 商
品

づ
くり

・地
域

づ
くり

 ど
っぷ

り体
験

３

 県
内

周
遊

 や
な

せ
キ

ャラ
クタ

ー
等

の
活

用
４

（
３

）
 地

域
博

覧
会

「も
の

べ
す

と」
開

催
支

援
　

（
１

）
 観

光
商

品
づ

くり
、周

遊
促

進
・滞

在
延

長
に

つ
な

が
る

取
り組

み
を

支
援

３
．

中
山

間
地

域
を

中
心

とし
た

商
品

づ
くり

、長
期

滞
在

の
地

域
づ

くり
の

推
進

（
１

）
地

域
な

らで
は

の
魅

力
あ

る
素

材
を

生
か

した
観

光
商

品
づ

くり
　　

 [
R6

に
販

売
を

開
始

した
商

品
例

]
　　

　・
　四

万
十

川
田

出
ノ川

地
区

で
の

川
漁

師
体

験
　　

　・
　土

佐
町

石
原

地
区

で
の

木
組

み
体

験

 誘
客

の
拡

大
  「

あ
ん

ぱ
ん

」プ
ロモ

ー
シ

ョン
１

 も
の

べ
す

と
 地

域
博

覧
会

２

（
２

）
 「

あ
ん

ぱ
ん

」と
連

動
し

た
早

期
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

、旅
行

会
社

セ
ー

ル
ス

の
実

施

拡 拡 拡

①
　中

山
間

地
域

で
の

観
光

商
品

の
造

成
（

70
商

品
造

成
予

定
）

　②
 中

山
間

地
域

で
の

分
散

型
ホ

テル
の

構
築

（
３

エリ
アの

計
画

策
定

）

・　
香

北
町

美
良

布
で

の
昼

食
対

策
（

繁
忙

期
の

「道
の

駅
美

良
布

」直
販

所
の

商
品

の
充

実
、キ

ッチ
ン

カー
等

の
招

へ
い

）
　

・　
ガ

イド
の

充
実

（
臨

時
観

光
案

内
所

の
設

置
（

開
設

日
：

土
日

祝
日

、G
W

、お
盆

等
の

繁
忙

期
）

）
・　

混
雑

時
の

臨
時

駐
車

場
・シ

ャト
ル

バ
ス

の
運

行

（
参

考
）

各
市

に
よ

る
受

入
態

勢
強

化
の

取
り組

み

①
 官

民
一

体
の

推
進

体
制

の
構

築
  　

②
 ロ

ゴ
マー

クや
キ

ー
ビジ

ュア
ル

の
制

作
   

 ③
 博

覧
会

公
式

ガ
イド

ブッ
ク、

特
設

サ
イト

の
制

作
④

 オ
ー

プン
ニ

ング
イベ

ン
トな

どの
特

別
イベ

ン
トの

開
催

   
   

⑤
 や

な
せ

た
か

し記
念

館
の

リニ
ュー

ア
ル

等
の

ハ
ー

ド整
備

　等
   

①
 支

援
エ

リア
数

を
拡

充
し、

分
散

型
ホ

テ
ル

の
構

築
や

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
に

向
け

た
取

り組
み

を
加

速
化

②
 歴

史
的

な
町

並
み

等
を

生
か

した
分

散
型

ホ
テ

ル
を

核
とし

た
地

域
づ

くり
に

向
け

た
エ

リア
の

可
能

性
調

査
　（

有
識

者
等

に
よ

る
現

地
視

察
を

実
施

）

（
２

）
長

期
滞

在
の

地
域

づ
くり

の
推

進

（
１

）
「あ

ん
ぱ

ん
」の

効
果

を
最

大
限

に
生

か
した

誘
客

、周
遊

促
進

拡

（
２

）
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

加
速

化

（
３

）
観

光
博

覧
会

「も
の

べ
す

と」
を

通
じた

物
部

川
エ

リア
の

観
光

　　
　　

基
盤

の
底

上
げ

＜
観

01
＞

　　
　　

県
外

観
光

客
人

泊
数

　　
　 

出
発

点
(R

４
)　

42
6.

6万
人

泊
　⇒

　現
状

（
R５

）
52

2万
人

泊
　⇒

　R
７

 5
52

.9
万

人
泊

　⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　5

63
.9

万
人

泊
　　

　　
観

光
総

消
費

額
　　

　　
　　

 出
発

点
(R

４
)　

96
6億

円
　　

　　
⇒

　現
状

（
R５

）
1,

29
0億

円
　⇒

　R
７

 1
,3

38
億

円
　 

　⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　1

,3
89

億
円

　
　　

　　
　●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　　
　　

　　
 K

PI
①

：
マス

メデ
ィア

等
の

媒
体

で
の

露
出

件
数

（
55

0件
）

　　
　K

PI
②

：
県

外
イベ

ン
トや

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
PR

（
30

件
）

　　
　K

PI
③

：
県

内
イベ

ン
ト等

で
の

観
光

PR
（

13
件

）
目

標
値

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「あ

ん
ぱ

ん
」を

最
大

限
に

生
か

した
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

展
開

＜
観

01
＞

課 　 題

新

89



現 状 と 課 題 １
　旅

行
需

要
の

平
準

化

(1
) 

平
日

宿
泊

促
進

キ
ャン

ペ
ー

ン
の

実
施

　　
　　

(2
) 

閑
散

期
対

策
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　

（
１

）
ガ

イド
無

料
や

週
末

に
飲

食
店

が
休

み
な

ど、
地

域
に

お
金

が
落

ち
る

仕
組

み
の

不
足

（
２

）
繁

閑
の

差
か

ら生
じる

非
正

規
社

員
率

の
高

さと
賃

金
の

低
さ

（
３

）
人

手
不

足
に

よ
る

稼
働

率
の

低
下

等
　　

　（
空

き
部

屋
は

あ
る

が
販

売
で

き
な

い
、朝

食
・夕

食
が

提
供

で
き

ず
素

泊
ま

りの
み

）

①
ナ

イト
タイ

ム
イベ

ント
の

開
催

（
高

知
城

夜
間

イベ
ン

ト、
晩

酌
き

っぷ
の

拡
充

）
②

龍
馬

パ
ス

ポ
ー

トの
活

用
（

ス
テ

ー
ジ

ア
ップ

の
促

進
や

レア
ス

タン
プ

企
画

等
）

に
よ

る
長

期
滞

在
の

推
進

①
宿

泊
事

業
者

を
は

じめ
とす

る
観

光
関

連
事

業
者

と連
携

し、
　 

平
日

の
宿

泊
や

施
設

利
用

に
対

す
る

特
典

を
キ

ャン
ペ

ー
ン

特
設

　 
サ

イト
に

掲
載

②
オ

ン
ライ

ン
旅

行
会

社
と連

携
した

宿
泊

クー
ポ

ン
の

実
施

③
県

内
企

業
等

を
巻

き
込

ん
だ

平
日

観
光

の
機

運
醸

成
   

（
「共

働
き

・共
育

て
」参

画
団

体
等

との
連

携
）

平
均

宿
泊

日
数

出
発

点
(R

4)
1.

15
泊

 ⇒
 現

状
(R

5)
1.

10
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

1.
19

泊
●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　 
KP

I：
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

（
対

R6
比

＋
10

％
）

　　

　　
観

光
に

よ
る

稼
げ

る
地

域
づ

くり
　　

＜
観

02
＞

 

目
標

値

　（
１

）
消

費
拡

大
の

取
り組

み
の

促
進

　　
 ①

消
費

拡
大

セ
ミナ

ー
(仮

称
)の

開
催

や
受

入
環

境
整

備
へ

の
観

光
事

業
者

支
援

の
強

化
　　

　　
（

多
言

語
で

の
商

品
紹

介
（

ポ
ップ

作
成

）
や

キ
ャッ

シ
ュレ

ス
機

器
の

導
入

、補
助

金
の

活
用

等
）

　 
　②

地
元

な
らで

は
の

食
や

土
産

物
等

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
　　

　　
（

観
光

情
報

サ
イト

「V
IS

IT
 K

O
CH

I 
JA

PA
N」

や
SN

S等
に

よ
る

情
報

発
信

）
　（

２
）

付
加

価
値

の
高

い
旅

行
商

品
づ

くり
の

推
進

　　
 ①

稼
げ

る
ガ

イド
の

育
成

（
ガ

イド
活

躍
に

つ
な

げ
る

た
め

の
「ど

っぷ
り高

知
旅

」商
品

や
クル

ー
ズ

客
船

ツア
ー

を
　　

　　
　活

用
した

実
地

研
修

の
充

実
）

　　
 ②

ガ
イド

付
イン

バ
ウン

ド向
け

商
品

づ
くり

の
推

進
（

観
光

事
業

者
、旅

行
会

社
と通

訳
案

内
士

の
　　

　　
　交

流
会

や
マッ

チ
ン

グ
を

通
じた

ガ
イド

付
き

「ど
っぷ

り高
知

旅
」商

品
づ

くり
や

販
売

促
進

）

（
１

）
国

際
チ

ャー
タ

ー
便

誘
致

活
動

と定
期

便
化

を
見

据
え

た
取

り組
み

　 
①

台
湾

定
期

チ
ャー

ター
便

の
定

着
に

向
け

た
取

り組
み

の
強

化
　　

　 
旅

行
会

社
へ

の
誘

客
支

援
、航

空
会

社
へ

の
運

航
支

援
　　

　　
　団

体
向

け
：

ツア
ー

商
品

の
拡

充
（

サ
イク

リン
グ

等
の

新
た

な
コン

テ
ン

ツ提
案

）
　　

　　
　　

　　
 　

　　
 旅

行
会

社
との

共
同

誘
客

プロ
モ

ー
シ

ョン
（

旅
行

博
出

展
、台

湾
メデ

ィア
で

の
発

信
等

）
　　

　　
　個

人
向

け
：

航
空

会
社

との
共

同
プ

ロモ
ー

シ
ョン

に
よ

る
販

売
促

進
（

SN
S等

に
よ

る
情

報
発

信
等

）
　 

②
短

期
チ

ャー
ター

便
の

誘
致

（
韓

国
等

）
　　

　・
航

空
会

社
等

へ
の

セ
ー

ル
ス

強
化

（
県

内
視

察
や

ゴ
ル

フの
提

案
）

　　
　・

旅
行

会
社

へ
の

商
品

販
売

に
向

け
た

連
携

や
韓

国
メデ

ィア
を

活
用

した
情

報
発

信
（

２
）

関
西

圏
か

らの
誘

客
の

促
進

　 
①

大
阪

・関
西

万
博

で
の

自
治

体
催

事
参

加
（

よさ
こい

祭
りや

街
路

市
等

を
通

じた
魅

力
発

信
）

　 
②

万
博

訪
問

者
等

へ
の

本
県

の
魅

力
発

信
（

どっ
ぷ

り体
験

コン
テ

ン
ツ予

約
サ

イト
へ

の
誘

導
）

　 
③

大
阪

観
光

局
や

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト等
と連

携
した

情
報

発
信

　　
　（

富
裕

層
向

け
海

外
旅

行
博

(ｶ
ﾝﾇ

、ｼ
ﾝｶ

ﾞﾎ
ﾟｰ

ﾙ等
)で

の
セ

ー
ル

ス
、関

西
国

際
空

港
で

の
PR

ブ
ー

ス
設

置
)

　　
　（

１
）

台
湾

か
らの

定
期

チ
ャー

ター
便

の
定

着
や

新
た

な
路

線
の

誘
致

が
必

要
　　

　（
２

）
大

阪
・関

西
万

博
を

最
大

限
生

か
した

関
西

圏
か

らの
誘

客
促

進
が

必
要

　　
　（

３
）

消
費

拡
大

に
向

け
た

付
加

価
値

の
高

い
旅

行
商

品
づ

くり
や

受
入

環
境

の
整

備
が

必
要

現 状 と 課 題

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

と消
費

拡
大

観
光

庁
「宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」外

国
人

延
べ

宿
泊

者
出

発
点

(R
4)

 9
,8

90
人

泊
 ⇒

 現
状

(R
5)

 1
39

,1
10

人
泊

 ⇒
 R

7 
14

万
人

泊
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
 　

　　
　　

　　
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1

7万
人

泊
外

国
人

県
内

消
費

額
出

発
点

(R
4)

 3
億

円
 ⇒

 現
状

(R
5)

 4
8億

円
 ⇒

 R
7 

49
億

円
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 5

7億
円

●
関

連
す

る
主

な
ア

ウ
トプ

ット
目

標
（

KP
I）

　 
KP

I①
：

国
際

チ
ャー

ター
便

の
運

航
数

（
11

0往
復

（
高

知
空

港
）

）
　 

KP
I②

：
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
15

人
）

　 
KP

I③
：

消
費

拡
大

セ
ミナ

ー
受

講
者

数
（

15
0人

）
　 

KP
I④

：
補

助
金

事
業

実
施

件
数

（
10

件
）

１
　本

県
へ

の
誘

客
の

さ
らな

る
拡

大

２
　消

費
拡

大
に

向
け

た
受

入
環

境
整

備

目 標 値 拡 拡

２
　宿

泊
施

設
を

中
心

に
、長

期
滞

在
で

き
る

地
域

づ
くり

の
更

な
る

推
進

（
１

）
長

期
滞

在
を

目
指

し
た

受
入

態
勢

づ
くり

　　
   

 
①

支
援

エ
リア

数
を拡

充
し、

分
散

型
ホ

テ
ル

の
構

築
や

　 
宿

泊
施

設
の

魅
力

向
上

に
向

け
た

事
業

計
画

の
   

策
定

等
を

支
援

②
分

散
型

ホ
テ

ル
に

関
す

る
知

見
や

ノウ
ハ

ウを
有

す
る

　 
事

業
者

を
招

聘
し、

新
た

な
支

援
エ

リア
とな

りう
る

　 
候

補
地

の
掘

り起
こし

に
向

け
た

可
能

性
調

査
を

実
施

地
元

の
人

が
通

う居
酒

屋

お
土

産
店

ま
ち

歩
き

温
泉

複
数

の
宿

泊
施

設

神
楽

鑑
賞

分
散

型
宿

泊
施

設
の

エ
リア

数
（

事
業

計
画

の
策

定
件

数
）

出
発

点
(R

5)
0エ

リア
 ⇒

 現
状

(R
6)

３
エ

リア
 ⇒

 R
7　

７
エ

リア
 ⇒

 R
9　

15
エ

リア
●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　 
KP

I：
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミナ
ー

参
加

者
数

（
10

0名
以

上
）

目
標

値

拡新 拡

新90



子
ども

や
若

者
に

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

や
健

常
者

と障
害

者
が

一
緒

に
楽

しめ
る

ス
ポ

ー
ツ

の
機

会
の

拡
充

に
よ

り、
若

い
世

代
が

楽
しめ

る
ス

ポ
ー

ツの
選

択
肢

を
増

や
し、

若
者

の
県

外
流

出
の

抑
制

や
子

育
て

環
境

の
充

実
に

つ
な

げ
る

。
目

　的

(1
) 

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
機

会
の

提
供

　
　　

　子
ども

や
若

者
の

関
心

が
高

い
ア

ー
バ

ン
ス

ポ
ー

ツや
eス

ポ
ー

ツの
体

験
イベ

ン
トを

　　
　開

催
し、

裾
野

の
拡

大
を

図
る

　　
①

ス
ケ

ー
トボ

ー
ドや

BM
X、

ダン
ス

な
どが

体
験

で
き

る
イベ

ン
トの

開
催

　　
②

障
害

の
有

無
に

関
わ

らず
誰

も
が

参
加

で
き

る
eス

ポ
ー

ツイ
ベ

ン
トの

開
催

(2
) 

ダ
ン

ス
に

よ
る

若
者

の
交

流
及

び
人

材
の

確
保

　　
　ダ

ン
ス

指
導

を
通

して
、若

者
の

交
流

機
会

の
拡

大
や

支
え

る
人

材
の

育
成

を
行

う
　　

①
プ

ロダ
ン

ス
チ

ー
ム

に
よ

る
若

者
を

対
象

とし
た

ダン
ス

指
導

及
び

　　
　地

域
の

ダン
ス

活
動

を
支

え
る

人
材

を
育

て
る

養
成

講
習

の
実

施
(３

) 
子

ども
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
識

・関
心

を
高

め
る

機
会

の
提

供
　　

　パ
リ2

02
4大

会
の

メダ
リス

トに
よ

る
ス

ポ
ー

ツ大
会

等
の

推
進

　　
①

パ
リ2

02
4オ

リン
ピッ

クの
メダ

リス
トの

冠
大

会
(レ

ス
リン

グ
)に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

(４
) 

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

ス
ポ

ー
ツ

機
会

の
提

供
　　

　障
害

の
有

無
に

関
わ

らず
誰

も
が

楽
しめ

る
イン

クル
ー

シ
ブ

な
ス

ポ
ー

ツの
推

進
　　

①
健

常
者

と障
害

者
が

一
緒

に
楽

しみ
な

が
ら競

い
合

うイ
ベ

ン
トの

開
催

　３
.子

ども
や

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

拡
充

　 
 (

1)
 県

民
体

育
館

等
再

整
備

事
業

　　
　若

者
に

人
気

が
あ

る
屋

内
競

技
の

プ
ロや

トッ
プ

チ
ー

ム
の

大
会

誘
致

等
を

見
据

え
た

　　
　県

民
体

育
館

の
再

整
備

に
か

か
る

基
本

計
画

を
策

定
　　

①
基

礎
調

査
及

び
基

本
計

画
の

策
定

、基
本

計
画

　　
　　

検
討

会
（

仮
称

）
の

設
置

・運
営

(２
) 

プ
ロ

チ
ー

ム
の

誘
致

　　
　県

民
体

育
館

の
再

整
備

を
見

据
え

た
、屋

内
競

技
な

どの
新

た
な

チ
ー

ム
の

誘
致

　　
　　

①
連

携
協

定
等

を
活

用
した

プ
ロ・

トッ
プ

リー
グ

　　
（

バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
、バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、ダ

ン
ス

等
）

　　
　の

大
会

開
催

等
の

誘
致

活
動

１
.県

民
体

育
館

の
再

整
備

を
見

据
え

た
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

（
１

）
ス

ポ
ー

ツを
通

じて
県

内
外

の
子

ども
や

若
者

が
交

流
で

き
る

機
会

が
十

分
で

は
な

い
（

２
）

高
知

ユ
ナ

イテ
ッド

SC
の

J3
参

入
を

契
機

とし
た

チ
ー

ム
へ

の
支

援
や

チ
ー

ム
と連

携
した

ス
ポ

ー
ツツ

ー
リズ

ム
に

資
す

る
施

策
が

必
要

現
状

と課
題

 ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

 出
発

点
(R

4)
53

,1
61

人
 ⇒

 現
状

(R
5)

86
,0

94
人

 ⇒
 R

７
 9

0,
00

0人
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1

20
,0

00
人

●
関

連
す

る
主

な
ア

ウト
プ

ット
目

標
（

KP
I）

 
　 

KP
I①

：
プ

ロス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

県
外

か
らの

入
込

客
数

（
６

万
人

）
KP

I②
：

屋
内

競
技

に
お

け
る

プ
ロチ

ー
ム

の
大

会
等

の
新

規
誘

致
件

数
（

１
件

）
　 

KP
I③

：
 

高
知

ユ
ナ

イテ
ッド

SC
の

ホ
ー

ム
戦

観
客

数
（

5.
7万

人
）

KP
I④

：
若

者
の

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

の
イベ

ン
ト開

催
回

数
（

４
回

）

目
標

値

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

　＜
観

03
＞

　　
(１

) 
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッド

SC
へ

の
支

援
　　

　　
高

知
ユ

ナ
イテ

ッド
SC

の
J3

参
入

を
契

機
とし

た
支

援
　　

　①
クラ

ブ
経

営
へ

の
支

援
　　

　②
Jリ

ー
グ

公
式

戦
等

開
催

支
援

、地
域

お
こし

協
力

隊
の

配
置

　　
　③

集
客

支
援

の
た

め
の

シ
ャト

ル
バ

ス
運

行
等

２
.高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッド

SC
の

Jリ
ー

グ
参

入
を

契
機

とし
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リズ
ム

の
推

進
拡

新
新 91
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